
様式第１２号（第９条関係）

景観計画区域内における行為の届出書・事前協議書

（表）

景観法第１６条第１項及び秩父市まちづくり景観条例第１３条の規定により、次のとおり

届け出（協議し）ます。

この届出書（事前協議書）及び添付図書に記載した事項は、事実に相違ありません。

令和○年○○月○○日

秩父市長 様

提出者 住 所 秩父市熊木町○番○号

電話番号 ××××－××－××××

氏 名 秩父 太郎

法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、

電話番号、名称、代表者の氏名及び代表者印

行 為 の 場 所

区域の別
□市街地地域 □田園地域 □農山村地域

地名地番 秩父市○○町○○○○－○

行

為

の

種

類

建 築 物

区分

□修繕

□新築 □増築 □改築 □移転 □外観の変更 □模様替

□色彩変更

用途

専用住宅

高さ

１０．５０ｍ

階数

３ 階

敷地面積

１６０．５０㎡

建築面積

７０．００ ㎡

延べ床面積

１９０．００ ㎡

工 作 物

区分

□修繕

□新設 □増築 □改築 □移転 □外観の変更 □模様替

□色彩変更

用途 高さ

ｍ

築造面積

㎡

記載例

ኀ
ဲ



（裏）

備考 １ 該当する□内に、レ印を付すこと。

２ 彩色が施されていない部分の素材名の欄には、外観となる壁面を仕上げる素材が、着色して

いない石、土、木、レンガ及びコンクリート等の場合にその素材名を記載すること。

３ この届出書（事前協議書）には、様式第１３号又は様式第１３号の２及び秩父市まちづくり

景観条例施行規則別表に掲げる図書のうち、当該行為に関する必要図書を添付することとし、

届出（事前協議）に際しては、２部提出すること。

行

為

の

種

類

共

通

第

一

立

面

区 分 割 合

単位（％）
彩色が施され

ている部分

色 彩

（マンセル値）

色 相 明 度 彩 度

N
５Y

４．５

８．５ １．５

２８．１９％

５３．５６％

屋 外 広 告 物

色彩が施され

ていない部分
素 材 名

ガラス

コンクリート

１８．２５％

計 １００％

第

二

立

面

区 分 割 合

単位（％）

彩色が施され

ている部分

色 彩

（マンセル値）

色 相 明 度 彩 度

N
５Y
５YR
５B

４．５

８．５

３

５

１．５

１

２

２４．６９％

５０．０３%
３．７７％

１．１８％

屋 外 広 告 物

色彩が施され

ていない部分
素 材 名

ガラス

コンクリート

２０．３３％

計 １００％

第

三

立

面

区 分 割 合

単位（％）
彩色が施され

ている部分

色 彩

（マンセル値）

色 相 明 度 彩 度

N
５Y

４．５

８．５ １．５

２４．６９％

５９．１２％

屋 外 広 告 物

色彩が施され

ていない部分
素 材 名

ガラス

コンクリート

１６．１９％

計 １００％

第

四

立

面

区 分 割 合

単位（％）
彩色が施され

ている部分

色 彩

（マンセル値）

色 相 明 度 彩 度

N
５Y

４．５

８．５ １．５

２８．１９％

５６．７０％

屋 外 広 告 物

色彩が施され

ていない部分
素 材 名

ガラス

コンクリート

１５．１１％

計 １００％

行為の期間 着手予定日 令和○年○○月○○日 完了予定日 令和○年○○月○○日



景観形成基準対応説明書

（表）

行為の場所

区域の別
□市街地地域 □田園地域 □農山村地域

地名地番 秩父市○○町○○○○－○

行
為
の
種
類

建 築 物 区分 新築

色 彩 基 準

□ 地域別に定められている色彩基準に該当する色彩を外観に使用してい

ない。

（使用している場合は、その使用量が各立面で３分の１を超えていない。）

景

観

形

成

基

準

共

通

基

準

広
域
的
な

観
点
で
の

配
慮
事
項

□ 広域的な観点から景観特性を把握し、地域の景観に与える影響

に配慮した。

□ 沿道等からの眺望やスカイラインの保全に配慮した。

街
並
み
の
観
点

で
の
配
慮
事
項

□ 外観については、街並みと調和した素材や色彩とするよう配慮

した。

□ 高さについては、街並みの連続性をくずさず、周辺に圧迫感を

生じさせないように配慮した。

□ 形態については、周辺の街並みと調和するように配慮した。

建
築
物
等
の
デ
ザ
イ
ン

□ 外観の色彩については、原色や蛍光色など、派手なものを避け、

周辺の景観との調和に配慮した。

□ 多色を用い、若しくは壁面のアクセントとして色を用いるにあ

たって、壁面の基調色とのバランスに十分配慮した。

□ 建物付属物（屋外階段・空調設備等）については、建築物本体

との調和に配慮した形態・意匠、色彩とした。

□ 敷地内については、道路等の公共空間に潤いを与えるよう、地

域の景観に調和した樹種等の植栽に努めた。

地

域

別

基

準

市
街
地
地
域
（
用
途
地
域
内
）

□ 地域の現況特性を理解し、建築物等の形態・意匠等については、

街並みへの調和に配慮した。特に、最小限の影響範囲として、向

こう三軒両隣の関係性に十分配慮した。

□ 市街地を取り巻く、緑の縁取りの存在を意識し、建築物等の配

置や、高さ構成については、主要な通りから緑の縁取りへの視線

を遮らないように配慮した。

□ 緑地空間の少ない市街地にあっては、敷地内緑化に努めるとと

もに、敷地内の緑ができるだけ通りから見えるように配慮した。



（裏）

備考 該当する□内に、レ印を付すること。

景

観

形

成

基

準

地

域

別

基

準

市
街
地
地
域
（
用
途
地
域
内
）

□ 住宅地については、安らぎの感じられる豊かな生活環境を育成

するため、建築物等の奇抜な形態・意匠は避け、落ち着きと秩序

のある街並み景観となるよう配慮した。

□ 住宅と店舗・事務所、工場等が複合する市街地にあっては、良

好な住環境を保全・育成するため、住宅以外の用途を住環境にな

じませるよう建築物及び屋外広告物等の形態・意匠を配慮した。

□ 沿道建築物の屋外灯等は、通りや広場などの夜間のにぎわいづ

くりに効果的となるよう、配置等について配慮した。

□ 秩父夜祭を始めとする地域の伝統的な祭りや文化等の舞台とな

る広場・建築物・道路等の周辺施設については、形態・意匠・材

質をそれらとの調和に配慮した。

田
園
地
域
（
用
途
地
域
を

除
く
都
市
計
画
区
域
内
）

□ のどかな地域環境を考慮し、敷地空間にゆとりを取るような建

築物等の配置に努めた。

□ 建築物等の形態・意匠については、遠景の山並みや屋敷林、田

園などの背景との調和に配慮した。

□ 緑豊かな周辺環境を考慮し、敷地周りは植栽・生垣など、地域

に潤いを与える緑化に努めた。

□ 地域内の住宅地については、落ち着きと秩序のある街並み景観

となるよう建築物等の形態・意匠に配慮した。

農
山
村
地
域
（
都
市
計
画
区
域
外
）

□ 建築物等の壁面については、木材や漆喰などの伝統的な素材感
しっくい

と色調となるよう配慮した。

□ 擁壁等については、自然石等の伝統的に使われている素材を用

いるなど、地域の自然環境等に配慮した。

□ 建築物等については、周辺の自然と調和した形態・意匠となる

よう配慮した。

□ 屋外広告物等については、自然素材を活用するなど、周辺の自

然との調和に配慮した。



東
側

　
立

面
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立
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第
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西
側

　
立

面
図

（
第

三
立
面
）

図
面

№

○
×

建
築

㈱
秩
父
太
郎
邸
　
新
築
工
事

立
面
図

○
×
設
計

※
届
出

書
・

事
前

協
議

書
に

は
、

こ
の

立
面

図
の
ほ
か
、
敷
地
の
位
置
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
を
表
示
す
る
図
面
（
付
近
見
取
図
）
、
敷
地
内
に
お

け
る
建

築
物

の
位

置
を

表
示

す
る

図
面

（
配

置
図
）
、
外
構
平
面
図
及
び
敷
地
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
示
す
カ
ラ
ー
写
真
（
2
方
向
以
上
）
等
を
添

付
す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
添
付

図
書

は
、

行
為

の
種

類
に

よ
っ

て
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
「
景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
行
為
の
届
出
書
・
事
前
協
議
書
へ
の
添
付
図
書

一
覧
表

」
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

N
4
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5

5
Y
8
.
5
/
1
.
5

5
Y
R
3
/
1

5
B
5
/
2


